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1.はじめに 

 今回、私自身の地元である新居浜市の地域医療について考えてみたいと思う。1 年生の時に実施した東

温市に関する地域アセスメント基礎情報シートを参考に、新居浜市の地域アセスメントを行い、課題に

ついて考察したいと思う。またそれを踏まえ、新居浜市の医療に目を向け、課題・解決策に関して考察し

ていきたいと思う。 

 

2.地域アセスメント結果・課題 

○結果［１］ 

〈歴史〉 

・石鎚山の麓で古代より人々が居住していた。 

・別子銅山によって栄えた。→住友グループの発展に繋がる。 

 

〈地域特性〉 

・地理的特徴→面積 234.46km2 

四国のほぼ中北部。東予に位置する。 

北は瀬戸内海の燧灘（ひうちなだ）に面し、南は四国山地に面している。 

国領川により、川西地区と川東地区に分けられ、加えて山側の上部地区、旧別子村である

別子山地区に分類される。 

・交通アクセス状況→JR 四国が開通している。（多喜浜駅・新居浜駅・中萩駅） 

          松山自動車道が通る。（新居浜 IC・いよ西条 IC（西条市の市境）） 

          瀬戸内バスが走っている。 

・生活環境（商店・金融機関）→喜光寺商店街・昭和通り・イオンモール新居浜・フジグラン等 

愛媛銀行・伊予銀行・ゆうちょ銀行等 

・住宅状況→新興住宅地・住宅街・団地 

・地域活動の状況→新居浜太鼓祭り 

・防災活動の状況→避難所の指定・防災マップ・地域での避難訓練 

・相談できる場所→市役所・新居浜市保健センター・地域包括支援センター 

 

〈基礎情報〉［２］［３］ 

総人口 119,893 人 世帯数 57,621 世帯 世帯平均人数 2.08 人 

０〜14 歳人口 15,812 人 15〜64 歳人口 66,679 人 65 歳以上人口 36,715 人 

高齢化率 31,6% 出生数 873 人 死亡数 1574 人 

転入数 3,24 人 転出数 3,566 人 人口増減率 -1.5% 

外国人登録者

数 

1,139 人 在日外国人 

世帯 

1,007 外国人世帯 

平均人数 

1,13 人 

身体障害者数 4,994 人 精神障害者数 791 人   



〈公共施設〉［２］ 

保育所→28 園（私立保育所 17 園・公立保育所 11 園） 

幼稚園→9 園（市立幼稚園 2 園・私立幼稚園 7 園） 

認定こども園→4 園 

地域型保育事業→5 園 

小学校→16 校（全て市立） 

中学校→12 校（全て市立） 

高校→5 校（全て県立） 

高等専門学校→1 校（国立） 

公民館→18 施設 

 

〈福祉・保健・医療機関等〉［２］ 

老人福祉センター→３施設 

老人ホーム→17 施設（養護老人ホーム 1 施設・特別養護老人ホーム 9 施設・地域密着型特別養護老人ホ

ーム 7 施設） 

児童センター→4 箇所 

児童養護施設→１施設 

母子生活支援施設→１施設 

障がい者福祉施設→20 施設（作業所含む） 

福祉総合施設→2 施設 

 

〈社会福祉協議会〉［４］ 

・「惣開校区」「宮西校区」「金子校区」「金栄校区」「垣生校区」の５校区以外の高齢化率が市全体の高齢

化率を上回っている。特に「大島校区」「別子山校区」においては５割を超えている。 

・高齢者や子育てサロンの新規立ち上げが積極的に行われている。 

・児童館から発進した地域の各種団体と連携したイベントの開催やボランティア育成など、地域におけ

る子どもの拠点となる児童館のあり方の検討が求められる。 

・障がい者福祉センターの運営、障害福祉サービス事業所の運営、相談支援事業、身体障害者在宅福祉対

策事業など社協のスケールメリットを活かして、障がいのある人たちにそれぞれのライフステージに

応じた支援を実施し、満足度調査においても成果指標を日々達成している。 

・児童発達支援において、障がいの早期発見と子どもの将来の不安を抱えている保護者に対する対応や

職員の専門性の向上など、さらなる支援体制の整備が求められている。  

・高齢者福祉センターにおいては、アンケート調査の結果をもとに、利用者のニーズに応じた事業の実施

や、新たなサークルの組織化支援を行うことにより、利用者が生きがいをもって過ごせる場を提供し、

高い満足度を維持している。  

・高齢者福祉センターは、地域の高齢者福祉の拠点として、生活支援コーディネーターと連携し、地域包

括ケアシステムの推進に取り組む必要がある。  

 



○課題 

新居浜市民は新居浜太鼓祭りが盛んであることもあり、地元に愛着のある人が多いと感じる。この点は

とても素晴らしいと思う。 

愛媛県の中では比較的人口の多い市である。公共施設も比較的充実しており、社会福祉協議会の内容等

を見るととても充実したサービスが実施されていることがわかった。ただし、新居浜市の地形特有の問

題点として、大島地区、別子山地区を考慮する必要があると思う。この 2 つの地区は新居浜市街地から

距離があり、そこで生活している人は公共のサービスを利用するのに不便な点があると考える。加えて

「大島地区」「別子山地区」では非常に高い高齢化率となっており、地理的距離と高齢化が非常に問題で

ある。 

公立の学校のみであるため、私立の教育を望む人にとっては難しい環境であると思われる。また、中学

生・高校生が助けを求めることができる施設等の整備が十分ではないため、相談所等整える必要がある

と考える。 

 

3.地域医療に関わる資産・課題 

○結果（2018 年 11 月の地域内医療機関情報）［３］ 

施設種類別の施設 人口 10 万人あたりの施設数 

新居浜市 愛媛県 

一般診療所 59.21 76.95 

 内科系診療所 34.19 43.96 

 外科系診療所 20.02 21.73 

 小児科系診療所 8.34 12.49 

 産婦人科系診療所 2.5 3.03 

 皮膚科系診療所 7.51 6.35 

 眼科系診療所 5.84 5.85 

 耳鼻咽喉科系診療所 4.17 4.69 

 精神科系診療所 3.34 4.91 

病院 10.01 10.18 

歯科 45.04 49.59 

薬局 45.04 44.32 

在宅療養支援診療所 14.18 14.87 

在宅療養支援病院 1.67 1.80 

訪問歯科 10.84 12.06 

訪問薬局 10.84 12.42 

職員数 人口 10 万人あたりの人員数 

新居浜市 愛媛県 

医師 227.68 254.25 

歯科医師 73.39 67.14 



薬剤師 103.42 99.26 

 

・区域内で高度急性期医療が完結できず、患者の多くは松山医療圏に流出している。［５］ 

・小児科では、救急医療の広域化が進んでいる。［５］ 

 

○考察 

医療機関数や医師数の不足はあまり考えられないが、診療科の偏り、特に小児科、産婦人科の不足が見

られる。救急に対して病院で交代制を取り入れ実施されているが、実際のところ地域で完結する医療は

実現できていない状況である。 

地域の医療機関同士の連携がどの程度行われているのかが不明であるが、診療科に偏りがあるため病院

同士の連携が必要であることが考えられる。新居浜市における訪問診療は愛媛県全体に比較するとまだ

発展の可能性がある。これからの高齢化に向けより整った整備が必要であると思う。 

 

4.以上の課題に対する構想 

 新居浜市は比較的、公的機関、医療が充実した地域であると考える。しかし、地域による偏りが考えら

れるため新居浜市内の連携を強めて、格差を埋める必要がある。医療・福祉の分野においては、地域包括

ケアシステム等による支援が必要不可欠であると思う。 

新居浜市の死亡率の資料から新居浜市の自殺率の特徴についてみてみる。［６］男性 60 歳以上無職同

居が自殺者数 1 位で背景にある主な自殺の危機経路として失業（退職）→生活苦＋介護の悩み（疲れ）

＋身体疾患→自殺が考えられるという。2 位の女性 60 歳以上無職同居は危機経路として身体疾患→病苦

→うつ状態→自殺が考えられる。1・2 位の理由をみてみると病院にかかるチャンスがある。新居浜市の

総合病院では精神科は設置されているものの、どの病院も週に１回程度非常勤の医師による診療である

ため十分な精神科的ケアが受けられているのか疑問である。精神科以外の診療科の医師が家庭医的意識

を持ち、身体の病気に対する治療のみを気にかけるのではなく、心理的問題にも目を向けられることが

必要とされると考える。 

 

5.まとめ 

 今回調べていくうちに新居浜市の地域特性・医療についてより知ることができたが、よりわからない

ところが浮き彫りになってきた。実際の地域包括システムがどのように機能しているか。家庭医的考え

方を持つ医師がどの程度いるのか。かかりつけ医として働いている人はどの程度いるのか。精神的ケア

を新居浜市で十分に受けられるのか。様々なことが気になった。これらについては、これからまた調べて

みたいと思う。 

 新居浜市のいいところもたくさん知ることができた。とても生活しやすい地域であると思う。 

 今回は新居浜市に焦点を当てて考えてきたが、ここから愛媛県の医療に目を向けより広い視野から新

居浜市の医療を考えていきたいと思う。 
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